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避難経由所と避難経路

10km

東京電力
柏崎刈羽原子力発電所

高速道（北陸道・上信越道）
国道8号など

高速道（関越道）
国道252号
国道291号など

高速道（北陸道・日東道）
国道８号
国道116号など

●市からの指示を確認し、落ち着いて行動しましょう
●原則自家用車で避難、できるだけ乗り合いで
●自分の地区の避難経由所を目指しましょう
●自家用車で避難できない人はバスで避難します
　決められたバス避難の集合場所に行きましょう
●避難の際は電気・ガス・戸締まりの確認を忘れずに

高浜地区、南部地区、
二田地区、西山地区

村上市①パルパーク神林

対象地区 避難先避難経由所

対象地区 避難先避難経由所

荒浜地区、松波地区、比角地区、枇杷島地区
半田地区
西中通地区（春日、橋場）

西中通地区（春日、橋場を除く）
大洲地区、鯨波地区、上米山地区

剣野地区（米山台、三島町）、米山地区

中央地区、剣野地区（米山台、三島町を除く）

高田地区、中鯖石地区、南鯖石地区、上条地区
別俣地区、野田地区、高柳地区

対象地区 避難先避難経由所

糸魚川市

妙高市

上越市

①糸魚川市民総合体育館

②道の駅マリンドリーム能生
③妙高杉ノ原スキー場

④道の駅あらい

⑤リージョンプラザ上越

⑥ユートピアくびき希望館
⑦大島就業改善センター

中通地区、北条地区 湯沢町①湯沢カルチャーセンター
②湯沢町公民館

③南魚沼市民会館
④道の駅南魚沼 雪あかり

避難方面と避難経由所
避難・一時移転の主なポイント

身の回りのさまざまな放射線

私たちは日常生活の中で自然界からの放射線を受けています。例えば大地・空気中・
食べ物から放射線が出ており、また宇宙からも放射線が降り注いでいます。これらを
「自然放射線」といいます。自然放射線とは別に、病気の診断や治療などの医療でも
放射線を受けており、これらを「人工放射線」といいます。

出典 : 放射線医学総合研究所ホームページから作成

食事中・体内の放射性物質

体内の放射性物資

食物中カリウム40の放射能量（日本）

体内には合計7,000ベクレル程度の放射性物質が
あります。

カリウム40‥‥‥‥‥‥‥‥4,000
炭素14‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2,500
ルビジウム87‥‥‥‥‥‥‥‥500
鉛 210・ポロニウム210   ‥‥‥20
（体重60kgの日本人の場合　単位：ベクレル）

単位：ベクレル

出典 : 原子力安全研究協会 「生活環境放射線データに関する研究」
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がん治療
（治療部位のみの線量）

心臓カテーテル（皮膚線量）

CT/1回
PET検査/1回

胃のX線
集団検診（1回）

東京↔ニューヨーク（往復）
（高度による宇宙線の増加）

イラン/ラムサール
大地からの自然放射線（年間）

ブラジル/ガラパリ
大地からの自然放射線（年間）

インド/ケララ、チェンナイ
大地からの自然放射線（年間）

胸のX線
集団検診（1回）

歯科撮影

放射線作業従事者の
年間線量限度 50mSv

造血系の機能低下
眼水晶体の白濁

白内障

不妊
一時的脱毛

1人あたりの自然放射線
（年間2.4mSv）世界平均

がんの死亡リスクが
線量とともに徐々に増える

※数値は有効数字などを考慮した概数
　目盛（点線）は対数表示のため、
　ひとつ上がる度に10倍上がる

宇宙から0.4mSv 大地から0.5mSv

ラドン等の吸入
1.2mSv

食物から0.3mSv

一般公衆の
年間線量限度 1mSv
（国際放射線防護委員会勧告による）
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北鯖石地区、田尻地区 南魚沼市
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